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教室だよ り

放 射 線 基 礎 医 学 教 室

放射線 堰礎 医学 教 一;'カ・IE式に 講 座 と して誕 生 したの は

197角(昭48)、,そ の 歩 なは まだ10{1僅 余 と気りか いCつ

きつ めれ は 、研 究の1.流 は 分f・生 物P、学 てあ り、 放捌 線

や環 境DNA変 異 原に よるDNA損 傷 の 修復 と発癌 の 堰

礎 的研 プピお よびL化 の 基礎 的1〃1究てあ る その 間か な り

の 数の 論 文をlllに 川 うてい る

現 在 、教Z・の ス タ ソフは 藤原 美定(教 授 ・昭37卒)、

加納 良 男(助r・ 昭52院 卒)、 山 本洋 子(助f・Ili.5-1/L

大 院 卒)、 松 本明(助r・ 昭59院 卒)の1名 の他 、大学

院 乙酬 プヒ生てある 以 ドに酬究の内容の1三な ものを概述

す る、

L・1)NA修 復と医学 ・ノi物学白勺効果の酬究

当教冗のll分 野の ・つ,ニヒ ト細胞(培 餅 川胞)に おけ

る放射線、発癌 剤、化学療法剤、環境1)NA変 異原に よ

る1)NA遺 伝 ゴ損 傷や クPマ チン損傷の分rll参復機構の

研究かあ る。 こ淑 ら損傷は放刎線生物学的な細胞致 死(

感受眉)や 生fr細 胞に突然変異、かん化(形 質転換)を

ひきおこす一一ノァ、細胞遺伝学的効果(染 色体異常やSC
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E)と も深 く関連す る。 医学に貢献するために ヒ ト高発

癌 性修復遺伝病の研究を選び、色素性乾皮症(XP)、

フアンコニ貧 血症(FA)、 アタキシアな どでの修復 欠

損 の研究を続け、分子機構 とともに現在では遺伝子工学

アプローチを行 っている。XPに おける紫外線や発癌剤

損傷の修復欠損、FAの 化学 療法剤に よるDNA鎖 間 ク

ロス リンク修復欠損な ど、多 くの国際 シンポや ワークシ

ョップ及び論文 として発表し、 よく引用 され、高 く評価

されてい る。XPの 研究は市橋助教授(皮 膚科)と の共

同研究で もある。突然変異研 究では哺乳類細胞で行 う一一

方、原核細胞でのエラー ・プロソ修復の研究 も行 った。

山本和 生講師(現 大阪府公衛研)は 原核細胞 の光回復遺

伝子の クローニソグと発現ゐ研究を世界的に早 く発表し

た。

一方、invitro発 がん、即 ち培養細胞におけるDNA

変異原 に よる トラ ソスフ ォーメーシ ョソの研究 も10T施

細胞(故 ハイデルバ ーガー教授樹立、藤原の米国留学 中

の師)を 用い続けてお り、イ ソ ドか らの政府留学生(現

フ ロリダ大医)が 担当したが、現在 も大学院生が制癌や

がん化阻止の研究を続けてい る。近年遺伝子工学的に脚

光を浴 びている'溌 癌遺伝子ミの面か らもアブ目一チを

してい る。 とくに ヒ ト細胞の放射線に よる試験 内発癌は

困難 とされてい るが、不死化(イ ソモタ リゼーシ ョン)

を含め、染色体変化 と増殖制御 と癌遺伝子発現の面か ら

加納(ハ ーバ ー ド大留学 より帰国)が プロモーターとな

りアプローチ している。DNA・ 遺伝子 と分子生物学 と

細胞生物学を基礎 として進めている。その意味で、10年

経過を境 に、遺伝子工学を中心 とした新 しい第H期 ス タ

ー トに現在は立 っている。 「細胞」 とい う生きた場では

予想 もしない困難につ き当ることが多い。

② 老化 の基礎的研究

高齢化社会を反映し、老化制御が盛んに云われ、多方

面か ら生物 老化 の機構 の研究 も隆盛を極めつつある現在

であ る。老化研究に細胞老化学が もちこまれ、老化仮説

として遺伝的 プ ログラム説、エラー ・カタス ロフ説、D

NA変 異説が出され{わ れわれの研究領域 とも無縁では

な くな り、本学臨床講座や 日本全国の病院などの御協力

を得て、 ヒ トの遺伝的早老症の研究を約5年 前 より開始

した。これ らの培養細胞を用い、遺伝学的分野および分

子生物学的方法により検討を重ねてお り、かつての老化

仮説のあるものは妥当でな く、DNAを 中心 とした形質

発現 と変異が大切だと思 うようにな った。いわば老化の

プログラムに どの ように老化速度を早め る要因が関わ る

かであ る。発達 と老化の速度 も関連が深い。 日本に頻度

の高い早老病、 ウエルナ ー症候群の研究 もかな り進み、

1982年 暮に、 日本学振とアメリヵ科学財団(NSF)の

支援に よる 「日米科学協力 セ ミナー」を神戸で開催する

ことがで き、単一遣伝子の欠損 と老化の顕著な促進、D

NA・ 染色体不安定性 と老化、および、がん化の関連か

ら老化の遺伝的局面を浮彫 りにす ることができた。少し

遅れてい るが、 このセ ミナーの成果は 「ウエルー症候群

とヒ ト老化」 とい う単行本 としてアメ リカのプ レナム社

より近い うちに発刊 される予定である。

この10年 間に、教室のス タッフ、大学院生、研究生、

技官、事務職 員として15人 、外国人留学生 として2名 、

研究参加3名 の方 々の数多 くの光彩ある研究や階しみな

い援助があ って、歩んで来 られた ものですか ら、深 く感

謝 をし、多 くの本学講座か らの支援にも謹 しんでお礼を

申しあげ ます。 日本全国め医育機関か らも援助を頂 きま

した。

教室め先達り恢、1"Jとか この分野の学問の発展に尽 く

すためにわれわれ後続が努力をす ることが当然の ことで

あ りました。現在猛烈に変化す る学問的潮流 とともに、

これか らの新 しいス ター トをしたい と教室員一 同張切 っ

てい ます。御支援をお願いする次第です。教室に参加 さ

れた人達の名を一人一人あげ、業績を紹介 し、礼を尽 く

したいのですが、 紙面 制約による割愛を 御容赦 頂 きた

い。(藤 原美定 記)
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